
シロイヌナズナとは？ 
 アブラナ科シロイヌナズナ属の1年草。 

ユーラシア大陸から北アフリカ大陸原産の草本
植物で世界各地に広く分布し、日本では帰化
植物で北海道から九州までの海岸や低地に分
布する。 
 3月下旬から5月上旬に先端に4枚の白い花

弁を持つ花を複数つける。背丈は花が咲いた
状態で10～30cm程度。 

 種子植物の中で最も研究され、理解が進ん
だモデル植物となっている。 

 いわゆる七草粥のナズナ（ぺんぺん草）とは
別属で、食用には用いられない。 
 
  

→①花粉と種の飛散する範囲が極めて狭く、交雑の可能性も低い。 

シロイヌナズナの花粉は、自然状態で植物から1ｍ〜1.25ｍ付近に落ちる数が最も多く、 
花粉飛散性の低い植物です。また、自動自家受精する植物であり、他の個体と交配する 
率は1〜5%と低く、交配による遺伝子拡散は起こりにくいと言えます。 
また、交配が可能な近縁種は漏出地点周辺には存在しないことから、交雑を介した 
導入遺伝子の拡散の可能性は極めて低いと言えます。 
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花粉少ない 花粉多い 

シロイヌナズナ 

Arabidopsis thaliana 

ハクサンハタザオ 

Arabidopsis halleri 

自殖性 
自分の花粉で 
種子をつける 

↓ 
花びら退化 

他殖性 
自分の花粉では 
種子をつけない 

↓ 
昆虫に他の植物 
の花粉を運んで 
もらう必要がある 

シロイヌナズナの自殖性・低拡散性について 

Shimizu and Tsuchimatsu, Annu. Rev. Ecol. Syst. 46, 593-622, 2015. 
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シロイヌナズナの分布調査について 

遺伝子組換え体の漏出が確認された区域 ※写真は平成26年3月時点 
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※植物体サンプリング調査（平成２８年４月２２日～２７日） 
 ・学内(図Hを含む)で採取 ５２５体  
  うち遺伝子組換え体と判明したもの ２８９体 
  →すべて学内植物温室周辺２０ｍで採取 
 
 ・学外で採取 １７体 ※図F1-2,G-1-14,I1 
  →すべて野生のシロイヌナズナ 
   （遺伝子組換え体でない）と判明  

→③組換え体の拡散範囲は全て学内の一部に限定されている。 
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１．工 事 名 称

２．工 事 場 所 奈良県生駒市高山町８９１６番地の５
（奈良先端科学技術大学院大学構内）

３．完 成 期 限

４．契 約 事 項 本学が定めた工事請負契約基準による。

５．請負代金の支払 本学管理部会計課より完成後１回に支払う。

６．工 事 範 囲 　本工事は，図面１枚及び工事写真撮影要領を準用し，下記の
工事を実施するものである。
　なお，特記事項に記載のない事項については監督職員と協議
のうえ施工するものとする。

工事名称

図面名称 工事概要，構内配置図 縮 尺

図面NO, １／１
国立大学法人　奈良先端科学技術大学院大学

作成年月

奈良先端大　事務局棟等周辺緑地整備

奈良先端大　事務局棟等周辺緑地整備

平成28年5月

1/3,000

平成２８年５月２７日（金曜日）

※本業務の面積は（　）内の面積とする

名 称
①緑地面積 芝刈り面積

(①－②)

（単位：㎡）

　工事完了後、記録写真(撮影方向含む)を１部提出すること。

中央エリア

物質エリア

７．工 事 の 種 類
・ 規 模 等

８．特 記 事 項

既存の散水設備 　業務の履行に当たり既存の散水設備等の位置を確認し，損傷し
ないよう注意しながら作業すること。
　損傷を与えたときは速やかに監督職員に報告し現状に復旧する
こと。（簡易な接続はしないこと）

作業実施時期：５／２(月)～５／１２(木)

発生材等の処理 　除草による発生材は全て構外搬出適切処分とする。

芝刈り(刈り倒し)、低木内除草

計
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１号館エリア ６９５ (０) (６９５)

工 事 概 要

②低木面積
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円グラフ赤：遺伝子組換え体の割合 
赤数字：     遺伝子組換え体の数 
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倉庫 
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